
事 業 計 画 書

令和４年度



建 学 の 精 神

　人間性に支えられた高度な工業技術者を広く学術の研鑽を通じて育成する　

  建学の精神

　人を育て技術を拓く（ひらく）　

  基本理念

　豊かな人間性の錬成とすぐれた工業技術者の育成

  教育目標

　・学生の個性を伸ばすきめ細かな教育の実現

　・産業界を支える自立した実務型技術者の育成

　・国際社会で、職場で尊敬され、頼りにされる技術者の育成
　　（基本教科の確実な修得・コンピュータに強い技術者の育成・個性化への対応）

  教育方針

　工業に関する専門の学術と一般の学芸とを教授研究し、かつ、人格の形成と陶冶を図
　り、もって文化の向上に寄与する

  使命・目的



令 和 ４ 年  度  の  事  業  計  画

　 １ ．高 大 接 続 を 円 滑 に 行 う た め の 入 学 者 選 抜 試 験 の 見 直 し
　　　令和 7 年度からの新課程入学者選抜試験について 、新課程の「 情報科目 」の取
　　り扱いなど新学習指導要領に沿 った出題科目や内容について検討を行い 、本年度
　　中に新課程入試の概要を取りまとめ公表します 。また 、本学で学べば何が出来る
　　ようになるかを高校生にアピールできる高大連携イベントなどについて検討しま
　　す 。

　 ２ ．数 理 ・ デ ー タ サ イ エ ン ス 教 育 プ ロ グ ラ ム の 推 進
　　　ｅスポーツ等学生が興味を持つテーマを工夫して 、データから意味を抽出し 、
　　現場にフィードバックする能⼒ 、ＡＩを活⽤し課題解決につなげる基礎力を修得
　　するデータサイエンス教育プログラムを実施します 。この教育課程の実績を基に
　　文部科学省「 数理・データサイエンス・ＡＩ教育プログラム認定制度 」のリテラ
　　シーレベルについては令和４年度の認定 、応用基礎レベルについては令和５年度
　　の認定を目指します 。

　 ３ ．Ｎ Ｉ Ｔ モ ノ づ く り デ ジ タ ル 人 材 育 成 の 推 進
　　　デジタルデータを取り扱える ＤＸ（ デジタルトランスフォーメーション ）教育
　　設備導入を計画的に進め 、実験・実習という体験を通して ＤＸ時代の設計から
　　保全までの全体を見通せるデジタルマインドやスキルを持 った実務型モノづく
　　り人材の育成に取り組みます 。

　 ４ ．教 育 の 質 保 証 に 向 け た 学 修 成 果 等 の 可 視 化
　　　学習者本位の教育を実現する観点から 、学生自らが定量的に到達度を確認でき
　　る指標や学修成果の評価（ アセスメント ）科目の検討を行います 。また学修ポー
　　トフォリオの導入に必要な評価基準（ ルーブリック ）の検討を行い教育の質保証
　　の可視化を進めます 。

　 ５ ．ア フ タ ー コ ロ ナ に 向 け た 学 生 支 援
　　　コロナ禍で宿泊オリエンテーションやインターンシップ等の学外での体験が少
　　なくなりキャンパスライフを通じた人間形成が困難になっているため 、既存の学
　　友会や科学技術団体（ ｅスポーツ・シビルエンジニアリング等 ）の活動を支援し
　　て活性化させます 。また 、平成筑豊鉄道の駅リニューアル事業のような教職員と
　　学生とが一体となった地域貢献活動を充実し学生が社会人基礎力を養う機会を増
　　やし 、学生の満足度向上に努めるとともに休退学者の低減に取り組みます 。

Ⅰ　教育分野



　 １ ．地 域 ・ 産 学 連 携 セ ン タ ー を 中 心 と し た 研 究 活 動 の 活 性 化
　　　現在 、地域・産学連携センターを中心に取り組んでいる日産自動車九州㈱ 、北
　　九州高速鉄道㈱ 、地元建設企業等との産学連携活動を参考に 、本学の教員が持つ
　　研究シーズを地域企業とマッチングさせ研究活動を活性化させるとともに新たな
　　外部資金獲得に努めます 。

　 ２ ．カ ー ボ ン ニ ュ ー ト ラ ル に 貢 献 す る 研 究 の 推 進
　　　２０５０年までに二酸化炭素のネット排出量ゼロとする政府の政策目標を踏ま
　　え 、令和３年度より学内においてカーボンニュートラルに資する研究を重点項目
　　に掲げました 。令和４年度は自然エネルギー 分野 、省エネルギー 分野 、情報・ソ
　　フト分野などで本学のブランドとなる重点研究テーマを検討し 、モデルプロジェ
　　クトを提案します 。

　 ３ ．新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス ワ ク チ ン の 大 学 拠 点 接 種 の 実 施
　　　社会医療法人陽明会及び学校法人戸早学園と連携し 、新型コロナウイルスワク
　　チンの 3 回目大学拠点接種に取り組み安全安心な教育環境を整えるとともに 、地
　　域の教育関係者 、社会機能維持者（ エッセンシャルワーカー）など地域住民のワ
　　クチン接種に貢献します 。

　 １ ．Ｐ Ｃ 必 携 化 に 伴 う 教 育 環 境 の 充 実
  　　学生のノートＰＣ必携化に対応し 、ＰＣ教室の普通教室への転換を進めるとと
　　もに無線ＬＡＮのアクセスポイント増強など学修環境を整えます 。また 、導入済
　　みの印刷管理設備を使 って学生のノートＰＣのデータを印刷できるサービスを
　　開始し利便性の向上を図ります 。

　 ２ ．学 生 ・ 保 護 者 へ の サ ー ビ ス 向 上
　　　既存のプラットフォーム（ Microsoft3 6 5）を活用して 、学生の欠席届等を電
　　子申請（ ワークフロー）化し利便性を向上させます 。また 、教務システム一体型ポ
　　ータルシステムに保護者アカウントを新たに設け 、保護者が学生の履修状況や成
　　績情報を常時閲覧できるようにします 。

Ⅱ　研究・地域貢献分野

Ⅲ　管理・運営分野 



　３ ．危機管理マニュアルの拡充整備
　　　危機管理に対する基本マニュアルに加え 、風水害などに対する個別マニュアル
　　を充実させ有事に備えます 。また 、昨年度策定した新型コロナウイルス感染症に
　　対する事業継続計画（ ＢＣＰ ）を不断に見直すなど 、柔軟に大学の事業継続と学
　　修機会の確保に努めます 。　　　　　　　　

　 ４ ．組 織 力 向 上 と ブ ラ ン ド 力 強 化
　　　継続的な業務改善に取り組むとともに事務職員の能力向上を目指した計画的か
　　つ実践的なＳＤ 、ＯＪＴに取り組み 、組織力向上を図ります 。また 、昨年度硬式
　　野球部の活躍により大学の知名度が飛躍的に向上したことを好機と捉え 、ホーム
　　ページの閲覧数などの客観データを基にして志願者増に取り組む新たな広報戦略
　　の策定に着手します 。

　 ５ ．基 盤 整 備
　　　イ ）本学ホームページのフルリニューアル
　　　ロ ）おばせキャンパス M 棟（ 総合実験実習センター）改修
　　　ハ ）小倉キャンパス本館教室のデジタル化
　　　ニ ）小倉キャンパス本館照明監視システム更新
　　　ホ ）小倉キャンパスＳ棟（ 大学院・地域連携センター）ＬＥＤ照明更新
　　　

以上


